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埼玉県のサッカー教育の現状 １

竹 沢 茂（関東大学サッカー連盟評議員）
司会 はい、それでは、第２部といたしまして、埼玉県のサッカー関連に
ついて、お話をさせていただきたいと思います。これから先は、コーディ
ネーターである明石先生にバトンタッチさせていただきますので、明石先
生、よろしくお願します。

明石 竹沢先生、髙峯先生のお話を伺った上で、野田先生も含め４人で、
われわれ、何ができるかということで、あるいは何が問題かということで
やろうと、ポイントを整理させていただきたいと思います。じゃあ、竹沢
先生、よろしくお願いいたします。

竹沢 はい。それでは、お話をさせていただきます。私、竹沢と申します。
初めての方もいますし、選手の皆さんは見覚えがあるという人も居ますで
しょうか。以前、こちらの大学で指導に関わらせていただいていましたの
で。現在は、埼玉県のサッカー連盟の仕事をやらせていただいております。
その関係で、関東大学サッカー連盟の評議員も務めさせていただいてい
ます。
レジュメに関東大学サッカー連盟評議委員と記載されていますが、埼玉

大学サッカー連盟の仕事がほとんどです。気楽な感じで聞いていただけれ
ばと思います。
ドイツの話をお二人の先生方にしていただきまして、この後は、私の方

から埼玉県のサッカーの現状についてお話しさせていただきます。
私自身、先ほどお話をしましたように、大学サッカーに携わってきた時

間がほとんどですので、高校・中学のレベルで実際に指導してきたわけで
はありません。
皆さんの助けを借りるかもしれませんので、数年前の高校のことを思い
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出して話をしてもらえると助かります。ご協力の程、お願いします。
埼玉県の学校基本調査という表を用意しました。（表１）
これは大学の先生方も今後どのように１５歳、１８歳の人口が推移していく

か、興味のあることなのかと思います。
埼玉県の学校基本調査によりますと、中学校年代の生徒数は毎年減少し、

ここ５年の間に６千人ほど減少しています。
男女比は若干男子が若干多い状況ですが、ほぼ１対１で現在１０万人を

割っている現状です。
ここで、埼玉県のサッカー教育の現状の対象は男子になります。女子の

方は少しまた違ったデータがありますので、男子を中心に見ていければな
というふうに思っております。１０万人弱、９７，０００人ほどの中学生が在籍し
ているということになります。
では、高等学校の方はどうかというと、これも学校基本調査の方で出て

おります。（表２）
総数としては、平成２９年度で１７万７，０００人ということになっております。

こちらは、男女比や学年別ではなくて、全日制とか、定時制とか、あるい

表１ 学年別生徒数（中学校）

出所：埼玉県「平成２９年度学校基本調査 調査結果の概要」より
（https:／／www.pref.saitama.lg.jp／a０２０６／a２１９／kakuhoukekkagaiyou２０１７.html）
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は普通科、農業科、それぞれの特徴のある科の資料を出してもました。
男女比は出てないのですが、１７万人のうち、１０万人ほどが男子です。ほ

ぼ１対１ですが、中学校より高等学校の方が、若干男子の方が多くなって
います。埼玉県内には中学校で１９万人、高等学校で１７万人の生徒が在籍し
ているということです。次に、埼玉県のサッカー協会のホームページを見
ていただくと、このようなデータが出ています。
つぎに、埼玉県登録サッカーチーム数・選手数（２０１７年３月末時点）の

（表３）をご覧ください。
１種、２種、３種というふうにカテゴリーが分れています。皆さん、大

学生は１種。社会人と同じカテゴリーになっています。
こちらが２種で、高校生年代の選手が所属していることになります。３

種というのが中学校年代、４種が小学校年代、というふうな区分けをして
います。高体連に所属している男子は１０，６６１人です。
もう一つ、高校年代の選手が所属しているのが、先ほど明石先生から、

クラブの話もありましたが、地域のクラブチームに所属をしているという
人がいます。２種では１６０人ということになっております。

表２ 学年別生徒数（高等学校）

出所：埼玉県「平成２９年度学校基本調査 調査結果の概要」より
（https:／／www.pref.saitama.lg.jp／a０２０６／a２１９／kakuhoukekkagaiyou２０１７.html）
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高校年代の選手は圧倒的に高等学校体育連盟に所属をして、いわゆる学
校体育の中で活動をし、大会に出るというのが中心になっています。
では３種の中学校年代はどうかというと、中学校体育連盟に所属してい

る人が１４，０００人、クラブチームに登録している選手が４，９００人。高等学校
の年代と比べると、中学校年代のクラブチームへの登録数が非常に多く
なっています。このことが指導者とも関わってくるので覚えといていただ
ければと思います。
埼玉２種、３種の登録の、１０年間の経緯を表にしてみました。（表４）
２種の登録チームはそれほど変わっていません。２００８年で１８７チーム、

２０１７もまた１８７チームが登録しています。３種はチーム数が４５８、高等学校
の２倍以上になっています。選手数も高等学校の年代である２種が１万人。
３種が１８，０００人。埼玉県内の２種・３種の登録状況は以上のようになり
ます。
さて、もう少し詳しくそれぞれを見ていこうかと考えています。まずは

高校生年代の２種の状況を見てみたいと思います。まずは部員数がどのよ
うな状況かということです。部員が１００名を超えるチームが県内には２１校

表３ 埼玉県登録サッカーチーム数・選手数

出所：埼玉県サッカー協会「概要」より作成
（http:／／www.saitamafa.or.jp／info／sfa／index.html）
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あります。調べてみたところ、私立高校がそのうち１０校です。
そして、部員の最多校が２３６名の浦和東高校になります。ここで浦和東

高校出身の人にご協力をいただきたいと思います。浦和東高校出身の選手
の方、挙手をお願いします。何名かいるようですので、どなたか代表で、
前に出てきてもらってもよろしいですか。

竹沢 はい、ありがとうございます。幾つかね、ちょっと質問をしたいの
で、どうぞ。
お名前は。

学生 イチカワです。

竹沢 イチカワさん。何年生ですか。

イチカワ ３年生。

表４ 埼玉県２種・３種チーム状況

出所：埼玉県サッカー協会「概要」より作成
（http:／／www.saitamafa.or.jp／info／sfa／index.html）

埼玉県のサッカー教育の現状 １

３７



竹沢 はい。君がいる時は、部員は何人くらいですか。

イチカワ 自分の時は２２０名。

竹沢 ２２０名。グランドは一つですね。

イチカワ はい。

竹沢 どんな感じで練習していたのでしょうか？

イチカワ カテゴリーが３つありまして、グランドは１つしかないんで、
トップチームと、セカンドチームが半面ずつコートを使って、残りのほと
んどが１年生になるんですけど、そのカテゴリーが、野球部の外野の方を
使って練習をしていました。

竹沢 ああ。そうすると、活動時間は放課後に一斉に行うということで
すね。

イチカワ はい。放課後ですね、はい。

竹沢 朝だけ活動するということはありませんでしたか。

イチカワ 朝練は一切ありませんでした。全部、放課後行っていました。

竹沢 分かりました。ありがとうございました。

以前サッカー部の指導をしていた個人的な感覚ですけれども、１人の指
導者がチーム指導するときに適正な選手数は３０名～５０名かなと思います。
１人が指導するには、３０名前後が適正かなと思います。指導にあたれる限
界は５０名前後かとも思っています。
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２３０名の部員を抱えて、しかもグランドが一つしかない。そのような状
況では指導者の方は大変ご苦労されているかと推測されます。１００名を超
える学校は県内に２１校ありますけれども、いろいろな工夫をしながら指導
し、運営していることかと思います。
選手数が１００名以上というラインを引いて話をしてきましたが７０名から

９９名のチームは３３校あります。人数とハード面の釣り合わない中でトレー
ニングを工夫しながらトレーニングをしているのだろうということが推測
できます。全体の３割ぐらいが７０名以上の学校になっております。
さて、埼玉県の２種の大会なのですが、埼玉県のU１８リーグというのが

４月開幕して、１２月まで繰り広げられています。これは、プレミアリーグ
だとか、プリンスリーグという関東・全国につながる大会です。埼玉県内
を幾つかの地区で分けて、開催しています。
公式戦の試合数の確保という大きな意味があると思われます。
その他には、皆さんもテレビでご覧になることがあるかと思いますが全

国高等学校サッカー選手権県予選、新人大会、インターハイ予選などがあ
ります。
以前はチームによって試合数の差が出てくるというやり方をしていまし

たが、U１８のリーグが始まってからは、年間公式戦が３０～５０試合は確保さ
れている状況です。
いろいろ話がいろいろ飛びますけれども、高校年代、どんなチームが優

勝しているのか調べてみました。
こちらの資料は、関東大会予選、それからインターハイです。それから

高校選手権、新人大会で色分けしてみました。
埼玉は、以前、サッカー御三家などと言われていたのが遠い昔の話に

なってしまった感があります。私たちが高校生の現役でプレーしている頃
には、浦和南高校が全国大会三連覇などして強い埼玉のイメージがありま
した。
埼玉県内の優勝校を見てみると、先ほど手を挙げてくれた浦和東はやは

り各種の大会で優勝しています。
最近は、正智深谷が、２４年、２５年あたりからタイトルを取っていって、
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ここ数年は昌平高校が優勝しています。
話を変えまして次はグランドの状況を見ていきまいと思います。
埼玉県のサッカー状況は、学校体育の中のクラブ活動というのがメイン

です。学校のチームというのは自分学校のグランドを使用しています。最
近では高等学校でも人工芝を備えている学校が増えてきています。
こんどは、クラブチームを見てみたいと思います。お手元の方の資料に

クラブチームの概況、主にジュニアユースになりますが、載せさせていた
だきました。
ユース年代だとチーム数が少ないものでので、ジュニアユースのチーム

を挙げさせていただきました。
クラブチームはグラウンドの確保が大変で、近隣の学校とか公共施設を

借用していること多いです。クラブチームでグランドを備えていてってい
うのは、Ｊリーグの下部組織は自前のグラウンドを持っていますが、資料
にあるようなクラブチームについては借用して活動しています。活動場所
も「月曜日公立の学校のグラウンド、火曜日は別の会場」というふうにし
てトレーニングをしているようです。
さて、中体連の指導者についてみてみると、地域別にごとにどれぐらい

の指導者のライセンスを保持しているかがお分かりいただけると思います。
裏には課題も書いてあります。
中学年代の学校体育の中では、サッカーの経験がある指導者が非常に不

足しているという現状があります。そこで埼玉県サッカー協会では指導者
のライセンスを大学生に取ってもらって中学校に指導に赴くという制度を
導入しています。しかしながら、問題もあるようです。それとは対照的に、
高体連のサッカー専門部の方では、Ｓ級指導者ライセンス保持者が１名、
Ａ級の方が１６名。さらにＢ級の方が６４名います。
Ｃ級のライセンスは中学校年代までを指導するライセンス。高等学校・

ユース年代を指導するにはＢ級。１種指導するにはＡ級が相応しいとおと
いうことになっています。
プロの監督になるにはＳ級のライセンスが必要になります。高等学校に

は６４名の方がＢ級のライセンスを持って指導に当たられていると、専門性
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が生かされているというふうに思っています。
最後に大学の状況についてみてみると、埼玉県大学サッカー連盟には現

在、１部８チーム、２部６チーム、計１４チームが所属しています。
埼玉で優勝して、関東大会で１位、２位になると、関東リーグに上がる

ということができます。埼玉県では、東京国際大学が関東大学サッカー
リーグ１部で活躍しています。東京国際大学以外は、関東リーグには昇格
が出ていません。
埼玉に所属している１部８チーム、２部６チームの中では、人工芝のグ

ランドを備えている大学が多くなってきました。ハード面では非常に大学
の方は恵まれているかなというふうに思います。
まとめと課題については、多分、後ほど明石先生のお話で始まっていく

と思います。
話もまとまりませんでしたがご清聴ありがとうございました。
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